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役縁、図曾館、文化ホール忽どでも配布しているほか、本毎と

パックナンJCーは、県庁広報課のホームページで閲覧できます。
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「
富
山
の
た
か
ら
も

「
世
界
の
た
か
‘

ー
「
近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
」

「
立
山
黒
部
地
域
の
文
化
遺
産
群
」
の

世
界
文
化
遺
産
鐙
録
を
目
指
し
て
i

お知うせ

世界文化遺産セミナー

「立山・黒部の可能性を探るj

日時:平成19年6月24日(日)

13:30~16:30 

場所:タワー111(インテックビjレ)

3階スカイホール

※「近世高岡の文化遺産群」の

セミナーは11月開催予定 布橋濯頂会

司

書

と
高
岡
市
が
「
近
世
高
岡
の
文

里
=
一凶

町

E
化
遺
産
群
」
を
、
県
と
富
山
市
、

黒
部
市
、
上
市
町
及
び
立
山
町
が
「立

山
黒
部
地
域
の
文
化
遺
産
群
」
を
世

界
文
化
遺
産
の
候
補
と
し
て
提
案
す

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
」
の
魅

力
は
、
浄
土
真
宗
の
古
利
「勝
興
寺
町

田
宝
「
瑞
龍
寺
」
、
前
田
利
長
が
築
城

し
た
「高
岡
城
跡
」
、「
前
田
利
長
墓
所
」

な
ど
、

一連
の
資
産
と
あ
わ
せ
て
、
町
衆

が
永
年
に
わ
た
り
築
き
あ
げ
て
き
た

山
町
筋
や
金
屋
町
な
ど
の
町
並
み
や
、

御
車
山
祭
な
ど
の
独
自
の
町
衆
文
化

で
す
。
さ
ら
に
大
伴
家
持
が
2
2
3首

も
の
歌
を
残
し
た
万
葉
の
時
代
か
ら

真
宗
王
国
の
時
代
を
経
て
連
綿
と
続

く
歴
史
や
文
化
は
大
変
貴
重
な
も
の

で
す
。ま

た
、
「
立
山
黒
部
地
域
の
文
化
遺

ま
ん
だ
ら

産
群
」
は
、立
山
長
茶
羅
や
一昨
年
復
活

由
の
ば
し
か
ん

C
ょ
う
え

し
た
「布
橋
湛
頂
会
」
な
ど
、
山
岳
信

仰
を
伝
〉
え
る
優
れ
た
文
化
遺
産
に
加
、
ぇ
、

砂
防
事
業
や
電
源
開
発
な
ど
、
厳
し
い

自
然
と
闘
い
な
が
ら
、
自
然
を
治
め
、
自

然
の
力
を
貴
重
な
資
源
と
し
て
活
用

し
て
き
た
輝
か
し
い
歴
史
も
有
し
て
い

ま
す
。こ

れ
ら
は
、
ま
さ
し
く
日
本
が
育
ん

で
き
た
歴
史
と
文
化
を
象
徴
し
て
お
り
、

世
界
に
誇
り
う
る
人
類
全
体
の
た
め
の

貴
重
な
文
化
的
資
産
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
ま
す
。

富
山
の
魅
力
再
発
見
ヘ

こ
の
登
録
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
県

民
の
皆
さ
ん
が
、
富
山
県
の
大
切
な
財

産
を
見
つ
め
直
し
、
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
文
化
的
資
産
を
再
発
見
し
て
、

そ
れ
を
守
り
、
次
代
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
い
う
機
運
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

世界遺産は、「世界遺産条約」にZ基づいて、各条約締結国から推薦<!れた顕著芯普遍的価値を有する文化遺産と自然遺産を、ユネス

コの世界遺産委員会が「世界遺産一覧表Jに登録するものです。富山県では「五箇山合家造り集落j力t平成7年に鐙録されています。

国元気とやまキーワード

f世界遺産j
-・.i!1.I.j;!~la司法論市長畳姐辺事量=1Jf.副首III話逼rJF.ヨ・

とま
回一箱|

富足 . I 
山し、ー'県て 、
1ま いにを最
大 る と 倍近
丈とつえ
夫いてる寺
でう小こえ、
ての児コ目
I}，' r~ ~ J， iこ
?切 dろす

実 お子受
な医どr:!.
両者も刀
題さを医
でん持師
7t"がつ不
10不 親 足

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
若
手
の
医
師
が

大
都
市
圏
に
集
中
し、
地
方
で
医
師
の

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
、
特
に
公
的
病
院
等
で
は
、
小
児
科
、

産
科
な
ど
の
診
療
科
に
お
い
て
医
師
不
定
の
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
固
に
対
し
、
大
都
市
固
と

地
方
圏
の
格
差
を
解
消
す
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
県
独
自
の
対
策
と
し
て
、自
治

医
科
大
学
で
の
医
師
の
養
成
や
医
学
生
へ
の
修

学
資
金
の
貸
与
、
初
期
臨
床
研
修
医
や
後
期
研

修
医
芯
ど
の
若
手
医
師
を
確
保
す
る
た
め
の
首

都
圏
等
で
の
P
R、
魅
力
あ
る
研
修
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
医
師
に
占
め
る
若
い
女
性
の
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
女
性
医
師
が

出
産
・育
児
を
迎
え
て
も、
仕
事
を
や
め
す
に
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
育
児
休
業
終
了
後
の
職

場
復
帰
の
た
め
の
研
修
や
授
乳
室
の
整
備
芯
ど

に
支
援
を
行
っ
て
い

く
苓
合
で
す
。
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陶

剛

富
山
県
の

凶
福
一

農
業
構
造
の
現
状
は
?

兼
業
農
家
の
割
合
は
卯
・

2
%
で
全
国

2
位
。
農
業
就
業
人
口
は
年
々
減
少
し
、

白
歳
以
上
が
6
割
を
超
え
て
高
齢
化
が
進

む
一
方
、
新
規
就
農
者
数
は
年
間
初
名
程

度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

勘
福
岡

こ
れ
か
ら
の

副
繭
ド

農
業
の
課
題
は
?

将
来
に
わ
た
っ
て
農
産
物
の
生
産
を
支

え
る
た
め
に
は
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
組
織
な
ど
を
育
成
し
、
こ
れ
ら
の
担
い

手
経
営
体
と
兼
業
農
家
が
地
域
で
適
切

な
役
割
分
担
を
発
揮
す
る
体
制
づ
く
り
、

新
規
就
農
者
や
女
性
の
新
た
な
起
業
活

動
へ
の
支
援
な
ど
、
幅
広
い
担
い
手
の
確
保
・

育
成
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
県
の
耕
地
面
積
に
対
す
る
担

い
手
経
営
体
が
占
め
る
割
合
は
現
在
3

割
程
度
(
平
成
口
年
)
で
す
。
県
農
業
・農

村
基
本
計
画
の
目
標
年
度
で
あ
る
平
成

幻
年
度
に
は
6
割
以
上
と
な
る
よ
う
、
市

町
村
、
農
協
な
ど
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
地
域
を
担
う
意
欲
あ
る
経
営
体
の
育

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

M
刷

主
な
取
組
み
の

凶

繭

内
容
は
?

今
年
4
月
か
ら
の
国
の
新
し
い
経
営

安
定
対
策
(
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
)
(
※
3
)
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
「
元

気
な
農
業
・
農
村
の
創
造
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

-
認
定
農
業
者
・
集
落
嘗
農
の
支
援

今
後
の
国
の
施
策
の
対
象
が
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
等
の
担
い
手
経

営
体
に
重
点
化
・
集
中
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
集
積
や
施
設
機
械
整

備
支
援
、
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
支

援
な
ど
を
通
し
て
、
国
の
施
策
の
対
象

と
な
る
担
い
手
経
営
体
を
よ
り
多
く
育

成
し
ま
す
。

-
農
業
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

企
業
的
な
農
業
経
営
の
展
開
に
は
、

経
営
管
理
能
力

が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、

若

手

農

業

者

な
ど
を
対
象
に

農
業
版
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
を

穏.繁終'宮 it丞』

開
講
。
経
営
の
複
合
化
や
法
人
化
な
ど

の
経
営
戦
略
に
つ
い
て
、
自
ら
判
断
で
き

る
経
営
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
経
営
者
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

O
震
業
ニ
ュ
l
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

対
象

一若
手
農
業
者
な
ど

講
師
一
中
小
企
業
診
断
士
、
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
先
進
的
農
業
者
な
ど

内
容
一
入
門
編
の
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
コ
l
ス

は
講
義
方
式
で
、
経
営
者
と
し
て
の
心

構
え
、
経
営
計
画
の
立
案
や
経
営
改
善

の
手
法
な
ど
を
学
び
、
実
践
編
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
コ
l
ス
は
ゼ
ミ
方
式
で
経

営
分
析
・
改
善
や
流
通
・
販
売
管
理
な

ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

-
が
ん
ば
る
女
性
農
業
者
の
支
援

地
域
農
産
物
を
活
用
し
た
農
産
加

工
や
朝
市
な
ど
農
村
女
性
の
起
業
活

動
は
、
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
組
織
の
多
く
は
、

経
営
規
模
が
零
細
で
資
本
力
に
乏
し
い

こ
と
、
新
た
な
事
業
等
の
発
想
は
あ
る

も
の
の
具
体
的
実
現
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
乏
し
い
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
農
業
者
の
6
割
を
占
め
る

女
性
の
能
力
を
よ
り
一
層
発
揮
し
て
も

ら
う
た
め
、
起
業
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向

上
の
た
め
の
講
座
を
開
講
し
、
経
営
者

と
し
て
の
心
構
え
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経

営
管
理
の
実
務
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
商
品
開
発
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
販
路
の
開
拓
、
事
業

拡
大
の
た
め
の
直
売
所
の
整
備
、
加
工

機
器
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
も
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

O
農
村
女
性
一
八
ワ
l
ア
ッ
プ
講
座

対
象
一
農
村
女
性
起
業
者
、
起
業
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
な
ど

講
師
一
先
進
女
性
起
業
者
や
中
小
企
業

診
断
士
な
ど

内
容
一
奪
回
者
と
し
て
の
心
構
え
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
経
営
管
理
の
実
務
な
ど
に
つ

い
て
、
講
義
・
演
習
方
式
で
研
修
し
ま
す
。

特産のチューリップ寂家でも若いカが発簿されています(入善町}

-
農
地
・水

・環
境
保
全
向
上
活
動

の
支
援

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
水
路
の
江

ざ
ら
い
や
小
修
繕
、
花
の
植
栽
な
ど
共

同
活
動
や
農
薬
、
化
学
肥
料
の
低
減
な

ど
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的
な
営
農

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
に

必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

女性農業者も農~の第一線で頑張っています (朝日町)

農村女性パワーで、特産晶を開発しています。

(農業組合法人昧彩おおやま

-.-1'::I9t::'.:J.-

※3[国の新しい経営安定対策(品目繊

断的経営安定対策)] 

一定要件を満たす担い手(面積要件・

認定農業者4ha以上、一定の集落営

農20ha以上)を対象に米、麦、大豆に

ついて①諸外国との生産条件を是正

するための直嬢支払を導入、②収霊

や価格主主ど販売収入の変動を緩和す

るための対策を実施、などにより農業

経営を支援するもの。

山尾悦子さん)代表者

※1 [認定農業者]

農業経営基盤強化促進法に基づいて、

効率的で安定しrd農業経営を目指す「農

業経営改善計画jを市町村に提出し認

定された、意欲ある農業者及び法人

※2[集溶営農i
集窪を単位として農業生産の一部ま

たは全部を共同で実施する生産活動

昧彩おおやまの皆さん(前列左から6人目が山尾~ん)

バラエティーに
富んだ
良産加工昂の数々

農村女性19名で「農事組合法人昧彩おおやま」

を平成14年に設立しました。旧大山町の特産である

ミョウガを使った「みょうが寿し」をはじめとして「恐電

クッキーj、「こおりもち」、「モロヘイヤせんぺいJ、
「金糸瓜の粕漬」など、女性ならではの工夫とアイデア

で商晶開発に取り組んでいます。

毎日、地域のお母さんたちが真心込めて一つひとつ

手作りしていますが、碕晶を貰ったお客さんからfおい

しかったJと言われると、とてもうれしく励みとなって

います。今年度は、メンバーが県の「農村女性パワー

アップ講座Jを受講しますが、この講座で学んだ経嘗ノ

ウハウを今後の発展につなげていきたいと思います。

ロ い 合せ肱
昧彩おおやま特産品販売所 I 

富山市回畠~fØ""_'Yi:~r:Icl・ I~I'.

http://ん州w.pref.toyama.jp/cms_secl1611/index.html 了EL076・444・9623県庁農業経営課-・・町II(IJ~四Wf.討両1M.話回Rヨ・
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もに築き輝く
(第2次)

伊悦阿

200フ年6月

r 
男女共同参画社会の実現を目指して

3 

I男だからH女だからJと、職場や家庭、地域で、無意識に役割を分けていることはありませんか?

性差にとらわれず、それぞれの個性や能力を十分に認め合い、お互いに力を合わせることのできる社会の実現を目指して、

皆さんも、この機会に「男女共同参画jの視点に立ったライフスタイルを考えてみませんか。

女
性
の
社
会
進
出
が
進
展

で
も
、
一
方
で
は
・
・

・

県
で
は
、
平
成
凶
年
に
「
富
山
県
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、

「
富
山
県
民
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
の

社
会
進
出
は
着
実
に
進
展
。
女
性
の
就

業
率
や
平
均
勤
続
年
数
は
、
現
在
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

し
か
し
、
富
山
県
で
は
女
性
の
管
理

職
比
率
が
極
め
て
低
い
ほ
か
、
(※
)
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ
イ
オ
レ
ン
ス

(D
V
)
に
関

す
る
相
談
件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
か
ら
5
年
が
経
過
し
、
国

に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

(第
2
次
)
」
(平
成
口
年
)
が
策
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
県
で
も
「
元
気
と
や
ま
創

造
計
画
」
(
平
成
凶
年
)
に
あ
わ
せ
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
第
2
次
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

※
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
(
D
V
)
と
は
?

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
忽
ど
親
密
な
間
柄
に
あ

る
(
あ
っ
た
)
相
手
か
ら
の
暴
力

新
し
い
計
画
の
内
容

5
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
ロ
の
重
点

課
題
を
設
け
、
各
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
(左
図
参
照
)
。
今
回
は
、
そ
の
重
点

課
題
を
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

---_..吉島'1.;，____ _ 
富山県民男女共同参画計画(第2次)

ともに支えあう家庭生活の矯祭

女性のチャレンジ支援

いきいきと働くことができる環境のE華僑

女性の人材育成と情報提供

女性の登用促進

匪轟轟圃

----三重量週三1;.'-

自
闘
員

ω

職
場
慣
行
を
見
直
し
て

女
性
に
活
躍
の
場
を
!

県
職
員
の
女
性
管
理
職
比
率
(平
成

同
年
一

5
・5
%
)
や
県
審
議
会
へ
の
女
性

参
画
(
平
成
同
年
一
位・
4
%)な
ど
、
公
的

部
門
に
お
け
る
女
性
の
登
用
は
着
実
に

進
展
し
て
い
ま
す
が
、
民
間
も
合
わ
せ
た

女
性
管
理
職
の
登
用
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
は
「製
造
業
の
ウ
エ
イ
ト
が

高
い
」「
男
性
中
心
の
職
場
慣
行
」
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優
良
事
例

の
情
報
提
供
や
出
前
講
座
な
ど
に
よ
る

普
及
啓
発
を
行
い
、
男
女
が
共
に
い
き
い

き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

管理的織業従事者に占める

女性の割合

(%) 一一ー全国
5 

1.3 

U 
昭和55 60 平成2 7 12 (紛

資料 総務省統計局「国務調査J

ー一一富山

1.6 

4 

3 

2 

O
主
な
取
組
み

・
「女
性
が
輝
く
元
気
企
業
と
や
ま
賞
」
を

創
設
。
女
性
の
登
用
・活
用
や
能
力
開

発
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
表

彰
(
6
/
お
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
お
い
て
表
彰
予
{
忍

O
目
標
値

女
性
の
管
理
職
比
率

〈

H
児

〉

3
・4
%
{全
国
は
4
・5
%)↓
〈
H
U〉
5
%

地域における男女共同多画の推進

男女共同参廼に関する教育・学習の推進

配偶者パートナー等からの暴力の根絶

縫進体制の強化・充実

性別による固定的役割分担意識の解消

生涯を通じた女性の健康支援

男女の人権の尊重

臨 副園
一
陣

騨

一

一
措

順

一

一N

一

臨璽掴

自
闘
員
③

も
っ
と
も
っ
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
!

現
在
、
第
一子
出
産
を
機
に
約
7
割
の

女
性
が
離
職
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。少

子
・高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、

男
女
が
共
に
支
え
あ
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
実
現
す
る
た
め
に
、
子
育
て
や
介

護
な
ど
に
関
す
る
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
起
業
、
再

就
職
・キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
女
性
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

O
主
な
取
組
み

・
と
や
ま
起
業
未
来
塾
な
ど
起
業
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
女
性
の
再
就
職
・キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等
に

関
す
る
相
談
窓
口
の
充
実

O
目
標
値

女
性
の
就
業
率
(
初
1
別
歳
)

〈
H
児
〉
印
・5
%↓
〈
H
U
〉
現
況
以
上

農
村
女
性
起
業
件
数

〈
H
げ
〉
1
3
9件
↓
〈
H
U
〉
1
8
0件

KUROB~ [憶力]黒部市鮭潤蓄雌楓会

EEとやま@ごっつお 山菜おこわ
ふき、わらび、たけのこなど、山菜の

芯かでも手に入りやすい素材を使

ったおこわは、昧も香りもおいしい

一品です。その昧と香りを引き出

す決め手に主主るのは、蒸し鍋の湯に

入れる茶碗一杯分ほどの塩。山菜

だけでなく、にんじんやきのこを混

ぜると彩りが豊かになり、おもてな

し料理にもぴったりです。

備
闘
員
③

女
性
を
暴
力
か
5
守
る

社
会
、
つ
く
り
を
!

相
談
件
数
は
増
加
傾
向
(
平
成
口

年
一
1
4
9
3件
i
平
成
四
年
一

2
3

1
3
件
)
に
あ
る
D
V。
そ
の
根
絶
に

向
け
て
、
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
づ

く
り
や
相
談
保
護
体
制
の
整
備
な

ど
を
さ
ら
に
推
し
進
め
ま
す
。

O
主
な
取
組
み

・
暴
力
を
許
さ
芯
い
社
会
の
実
現
に
向

け
た
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進

・
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築

O
目
標
値

D
V防
止
法
の
周
知
状
況
(
法
律
の
名

前
や
内
容
を
知
っ
て
い
る
人
の
割
合
)

〈
H
H川〉
mw
・2
%
↓
〈
H
U
〉
1
0
0
%

県庁男女参画・ボランティア諜 TEL 076-444・3137

http:lん州w.pref.toyama.jp/cms_secl17121index.html 

お知らせ

6月 23日~29日は「男

女共同参画週間」です。

男性も女性もお互いを

尊重しあう「男女共同参

画社会Jの実現のため、

それぞれの鞍場や家庭、

地域で取組みを進めまし

ょっ。

-E関宮冒園調 官間宮語圏園理・

〈・作り方 1人分/約447kc創 〉
①もち米は前日に洗い、たっぷりの水に浸し

て一晩おく。

②①をザルにあけ、水を切る(約30分)。

@白隠を煮て冷まし、ザルで第十をきっておく。

④鑑湯涯入れた蒸し器で②を1時間ほど蒸す。

⑤40分ほどしたら火を弱め、おたま一杯分

の塩潟をおこわにサでがyと娠る(2回ほど)。

⑥蒸し上がったら火を止め、③を混ぜる。

⑦10分ほど蒸らし、器に盛る。

もち米・・・3カップ
山菜各種・・・120g

(ふき・わらぴ・
※ゆでてアク抜きしたもの

にんじん、しいたけなど・・・適宜

煮汁 水・・・1カップ
しようゆ・・・大さじ1

みりん・・・大さじ1

泡・・・小さじ1/3

男女が社会の対等な織成員として、政治、Ifi窃、家庭、地域などのあらゆ

る分野に参留する機会が確保され、利益も責任も共に分かち合える社会

-編が山3震のうまみを引き出すので、煮る跨のだしは不要。

. r海湯Jは、なめてf編辛い IJと感じる程度を目安に。

-炊き込む跨i立、もち米2合に米0.5含を混ぜるとよい.

国元気とやまキーワード

f男女共同参画社会J

8吋@



孟企単白凶

《肉、たい国.富山

|県 |政局 |動 |き |
今後の予定

6/ 9 狩猟文化シンポジウム
(13・30-iItルフアートとやま)

10 工コライフ・アクト大会(13:00-タワー111) 

12 県議会定例会(-27日)

16 県立大学オーブンキャンパス(9:00-県立大学)

23 サンフォルテフェスティ)i.Jレ2007
(県民共生センター「サンフォルデJ)(-24日}

努女共同重量覇社会の
実現を目指し、機々な
分野で活動している
グループ団体・個人が
ともに学び合い、交流
することを目的として
フェスティバルを開催
します。

24 世界文化資産セミナー(13:30-タワー111)

最近の動 き

4/ 9 石川県能登半島地震災害応援派遣に係る派遣

者報告及び出発激励式(写真①}

①被災支媛のため.これま
で派遣されていた臓員の
活動報告とこれから派遣さ
れる職員の出発激励式が
行われた.

1 1 県議会議員選挙当選証書付与式

12 知事の現場ミーティング(写真②)

. ②石井知事自らが現場に

_'・F ・・田昌a・

赴いて型車員を激励し、県政
の状況を伝えるとともに現
場視察等を通じて態見交
換を行った.

13 富山駅周辺景観デザイン検討委員会

16 地域産業活性化協議会

1プ 第1回県立大学短期大学部のあり方検討会

18 第1田県女性相談センター整備懇談会

19 文化芸術懇談会{写真③)

③「文化力で地続かう日本
を元気1こする」をテーマに.
資木文化庁長官と県内文
化関係者によるシンポジウ
ムが行われた.

21 知事のタウンミーティング{富山市)

22 富山駅周辺景観デザインシンポジウム

2フ 環水公園等賑わいづくり会議

5/ 2 春の叙勲伝達式

2 県議会臨時会{写真③)

14 県地方分権推進会議

@敬遠後初の議会が聞か
れ、議長に仲外喜雄氏.創
設震に嶋敬信氏が選出さ
れた.

15 近代美術館魅力向上検討委員会

16 とやまブランド推進本部会議

23 とやま森の祭典

2ア 知事のタウンミーティング(高岡市)

県広報亡恒ま

富山県立近代美術館富山市西中野1刊叩 TEL076-421-7111 

開館:9:30-17:00(入館は16:30まで) 休館:月曜、祝日の翌日
交通:富山駅(cic機)から富山ミュージアムパス(城南ルート)で約10分(無料)
http://wNw.pref.toyama.ip/branches/304213042.htm 

ルオーの版画

愛と救いの願いを込めた250点の版画を通して、世代や人種、

宗教を超える普遍のメッセージを紹介します。

・期間:-6月10白(日)

・料金:一般500円(400円)、大学生400円(300円)、小中高生無料
※( )内は20名以上の団体料金

アートの世界へょうこそ

美術のおくりもの

「おくりものJというテーマを通じて、近現

代美術の魅力が発見できる展覧会です。

.期間:6月23白(土)-8月26日(日)

.料金:一般900円(71∞内)、大学生節O円(500

伺)、小中高生無料※( )内は20名
以上の団体料金

ピヱール盟オーギュスト・)~ノワール「子どもとリンゴJ 制作年不詳 AIGス9ー集命保険株式会社歳

富山県水墨美術館 富山市五福777 TEL 076-431-3719 

開館:9:30-17:00(入館は16:30まで) 休館:月曜、祝日の翌日
交通:富山駅(Cic機)から富山ミュージアムパス{呉羽山ルート)で約6分(無斜)
http:l，川WW.pref .toyama.ip/branchesI3044/3044.htm 

国際公募:

墨 画 ト リ エ ン ナ ー レ 富 山2007
韓国・中国・日本など患を共通して使用する文化

閣から広く作品を公募し、入賞入選作を展示します。

・期間:6月22日(金)-8月19日(回)
・料金:一般900円(700円)、大学生650円(500円)、

小中高生無料

※( )内(i20名以上の団体料金

前回催秀賞王迎春f山村新娘J

富山県中央植物園 富山市婦中町下轡田42 TEL 076-466-4187 

開園:9:00-17:00(入国は16:30まで} 休園:木曜
料金:入園終/一般・大学生600円(480円)、小中高生無料

※( )内は20名以上の団体料金

交通:富山駅より地鉄パス(6番乗場)で約20分、中央植物園口下車徒歩10分
http:l，川WW.句tym.org/f-top.htm

私の植物写真展(サンライトホール)

植物写真撮影講習会の作品と一般から募集した作品を展示します。

・期間:6月8包(金)-7月4日(水)

キョチクの七夕飾り{サンライトホール)

世界で最も大きくなる竹(キョチク)に子供たちが飾り付けをして展示します。

・期間:7月6日(金)-11日(水)

ゲッカピジン観賞
ゲッカピジンの開花に合わせて2日間、夜間関闘します。
.期間:6月下旬-7月予定(開花自2日間)19:00-21:ω(入国は21:00まで)

日曜植物案内(毎月第1・2日曜)

見頃の植物や話題の植物について解説します0

・期間:6月3日(自)・10日(目)、7月1日(呂)・8日(自)
13:30-14:30(当日受付)

植物園オリ工ンテーリンク，(毎月第3日曜)

植物クイズを解きながら、楽しく圏内をめぐります。
.期間:6Fl17日(日)・7月15日(日)10:00-11 :00 (当日受付)

200フ年6月 4 

山認識説踏み
こんにちは富山県です北日本放送テレピ

[毎週土畷]9:30-9:45

6月 9日 美しい海を守るために

16日食育のススメ

23日世界遺産を目指して①
30臼 世界遺産を目指して②

「一一{毎週日曜]9:00-9:25

6月10B 工コライフ

17白水の王国とやま

24日がんばる商后街

[毎週火鼠]21 :55-21 :58 

富山テレビ

!口出院富勘即山似一メ

県が取り組んでいる事業やイベントの内容などをわかりやすく

タイムリーにお知らせします。

「 一…とやま[毎週月曜~金曜日0:50-10:55、情)17:30-17:35(鵬錦除。

[毎月最終金隠れ 0:50-11:00、(再)1 7:30-17:40 

※毎月簸終金曜は「知恵の県政ざっくばらんJとして、知男置が簸新の
話題について語ります。

!恥のお知5せ ー ィFM各局
。富山シティ工フヱム Oラジオたかおか 。ラジオ・ミュー

。エフエムとなみ [毎週月曜朝、毎選金曜夕方]各2分半

!新関広報県か5のお知5せ
6月2日(土)、 16日(土)、23日(土)、30日(土)の朝刊各紙に掲載予定

※2日(土)、30日(土)は、一部の朝刊には掲載しまゼん。

!富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.ip/ 

県政クイズ
Q u i z 

0の中に言葉を入れてください。ヒントは特集ページ(2P)にあります.

. . . 

県で!志、元気忽農業と魅力ある農村を目指して、

「農業のOOOJを育成しています。

正解警の@から108の方{こ、. 
fみょうが寿し(10個入り>Jを

プレゼントします。

. . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . 

当選の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

軍 管 警
、、 込品、 、

、‘....且

とやま ~ 
3-育て応盟国

と叙定期間:li'l!lMlll舟 158-司~JR1""8R3IlB

f子育て応援団JI革、家族のふれあい

の尊重会を績やし、企業や地域社会
全体で子育て家庭を応獲します。

とれは、毎月第3日曜日{とやま県民家庭の日)
から始まる1週間を中心に、18歳朱満の子
どもi聖れの家族が協賛后の優待サービスを
受けるととができるものです.との級会に
ぜひ、ご家族そろっておtIIかl:tください。
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